
令和５年５月 球陽 SSH 活動記録 

テーマ検討会担当者会議（2023.5.18.木)                                               
「テーマ検討会担当者会議」が開催され、生徒の研究発表について指導教員間で共有が行われまし

た。テーマ検討会は、研究デザイン、テーマの妥当性、検証方法の議論を深め、今後の生徒研究を促

進させていくことが目的です。また、当日のスケジュール、探究アドバイザーの紹介、評価方法も検

討されました。この会議を通じて、テーマ検討会の運営がより円滑になり、生徒の研究活動が一層進

展することが期待されます。 

 
 
SS 理数探究Ⅱ・国際探究Ⅱ合同テーマ検討会（2023.5.25.木)                                          

球陽高校では、生徒の研究活動を促進するために「SS理数探究Ⅱ・国際探究Ⅱ合同テーマ検討会」

を開催しました。理数科と国際英語科の生徒たちが合計 66作品の研究を発表し、それぞれのテーマと

探究方法について議論しました。探究アドバイザーとして、琉球大学や民間企業の 16 名の方々にご参

加いただきました。生徒たちの積極的な発表や議論は、探究アドバイザーからの好評を受けました。

これらの活動は、生徒たちの研究の方向性や意義を明確にし、今後の研究活動に活力を与えました。 

   

 

 

第１回運営指導委員会（2023.5.25.木)                                          
「第 1回運営指導委員会」が開催されました。目的は、自然科学の探究活動と理数教育の強化で、

運営委員からの専門的な指導を受けました。会議では、学校の評価指標、判断基準の重要性について

説明があり、STEAM 教育コンソーシアムの外部との連携の必要性を強調しました。教員の研修とテー

マ検討会についても詳しく話し合い、各専門家からのアドバイスを得ました。この会議により、探究

活動と教育力向上に役立つ新たな知見が得られました。 

     

 

 



SS 理数探究Ⅱ・国際探究Ⅱ合同担当者会（2023.5.27.木)                               
「SS 理数探究Ⅱ・国際探究Ⅱ合同担当者会」が行われ、生徒の研究活動への対応を共有し、教育的

な挑戦に対処するための新たな戦略を設定しました。議論されたトピックは、アドバイザーとの連携

強化、評価シートの使用、物品購入の早期化、アンケートの拡大、及びポートフォリオ確認の促進で

した。これらが今後の教育改善に寄与し、生徒の研究活動の質を一段と向上させることが期待されま

す。学校全体でのコミットメントと協力により、生徒の探究心を育て、より深い学びを実現します。 

 


